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　横浜市鶴見区にある鶴見大学は、曹洞宗の大本山總持寺
を母体とする学校法人総持学園（1）によって1953年に開
設され、歯学部は1970年に設置されました。鎌倉時代に
曹洞宗を開いた道元禅師とともに、教えを全国に広めた瑩
山禅師は、女人救済に重きを置いたとされ、より多くの
人々の救済を目指す思いは「大覚円成　報恩行持」という
鶴見大学の建学の精神として受け継がれています。
　一方で横浜市は、幕末の米国人歯科医師イーストレーキ
が、日本人に歯科技術を広めたことから、近代西洋歯科医
学の“発祥の地”と呼ばれてきました。
　禅という仏教の教えに、近代西洋歯科医学の土壌が融合
した鶴見大学歯学部。その特色は「臨床の鶴見」と呼ばれ
ています。患者に寄り添う優れた歯科医師の養成について、
山本雄嗣歯学部長に語っていただきました。

臨
床
に
秀
で
た
歯
科
医
師
育
成
の
た
め
に

禅
の
教
え
に
基
づ
く
「
感
謝
の
こ
こ
ろ
」
と

診
療
参
加
型
臨
床
実
習
で
自
分
を
磨
く
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歯
科
医
師
に
必
要
な
心
を
養
う

「
臨
床
の
鶴
見
」
の
教
育
の
原
点

　

１
９
７
０
年
の
歯
学
部
設
置
以
来
、
半

世
紀
以
上
に
わ
た
り
６
０
０
０
人
近
い
歯

科
医
師
を
輩
出
し
て
き
た
鶴
見
大
学
歯
学

部
は
、
歯
科
医
療
に
対
す
る
貢
献
度
や
診

療
実
績
か
ら
「
臨
床
の
鶴
見
」
と
称
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
評
価
の
背
景
に

は
、
仏
教
系
大
学
と
し
て
の
建
学
の
精
神

で
あ
る
「
感
謝
の
こ
こ
ろ
」
を
よ
り
ど
こ

ろ
と
し
た
、
患
者
に
寄
り
添
う
歯
科
医
師

の
養
成
と
い
う
教
育
理
念
が
あ
り
ま
す
。

　
「
臨
床
が
優
れ
て
い
る
と
聞
く
と
、
歯
科

医
師
と
し
て
の
技
術
の
高
さ
や
豊
富
な
診

療
経
験
、
あ
る
い
は
最
新
の
治
療
機
器
や

設
備
が
整
っ
て
い
る
こ
と
を
思
い
浮
か
べ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
も
重
要
で

す
が
、
臨
床
と
は
『
人
を
相
手
に
す
る
仕

事
』
で
あ
る
以
上
、
何
よ
り
も
患
者
の
心

に
寄
り
添
う
姿
勢
こ
そ
が
重
要
な
の
で
す
。

Ａ
Ｉ
時
代
だ
か
ら
こ
そ
求
め
ら
れ
る
、
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、

歯
科
医
師
以
前
に
人
と
し
て
患
者
と
接
す

る
心
を
こ
そ
学
生
に
教
え
た
い
。
そ
こ
に

教
育
の
原
点
が
あ
り
ま
す
」
と
、
同
大
の

卒
業
生
で
も
あ
り
、
今
春
歯
学
部
長
に
就

る
こ
と
で
す
。
こ
の
行
事
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
学
生
は
ご
遺
体
や
ご
遺
族
の
存
在
を

再
認
識
し
、
高
い
倫
理
観
と
感
謝
の
気
持

ち
を
胸
に
、
解
剖
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

５
年
次
の
診
療
参
加
型
臨
床
実
習
は

歯
科
医
師
に
な
る
た
め
の
第
一
歩

　

歯
学
教
育
で
は
、
４
年
次
ま
で
は
講
義

や
マ
ネ
キ
ン
を
用
い
た
実
習
形
式
で
の
学

修
が
中
心
と
な
り
ま
す
が
、
５
年
次
か
ら

は
診
療
参
加
型
臨
床
実
習
が
歯
学
部
の
附

属
病
院
で
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。
全
国

共
通
の
基
準
で
評
価
さ
れ
る
共
用
試
験
  （2）

に
合
格
し
た
上
で
、
学
生
自
身
が
患
者
一

人
ひ
と
り
の
担
当
医
と
な
り
、
治
療
計
画

の
立
案
か
ら
検
査
、診
療
ま
で
を
担
い
ま
す
。

　
「
診
療
参
加
型
を
謳
う
歯
学
部
は
多
い

で
す
が
、
基
本
的
に
は
患
者
の
担
当
歯
科

医
師
が
患
者
の
承
諾
を
得
な
が
ら
、
学
生

に
全
て
細
か
く
指
示
を
出
し
、
そ
れ
に

従
っ
て
一
部
学
生
が
治
療
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
い
う
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
本
学

の
場
合
は
、
患
者
の
担
当
医
師
は
あ
く
ま

で
も
学
生
で
あ
り
、
学
生
自
ら
が
患
者
の

医
療
面
接
を
し
、
診
療
の
説
明
を
し
た
上

で
治
療
を
始
め
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
指
導

教
員
は
そ
の
様
子
を
傍
で
注
視
し
、
監
督

し
ま
す
が
、
実
際
に
治
療
を
進
め
る
の
は

あ
く
ま
で
も
学
生
自
身
で
す
。
こ
う
し
た

臨
床
実
習
を
乗
り
越
え
て
初
め
て
、〝
臨

床
の
鶴
見
〟
に
つ
な
が
る
の
だ
と
考
え
て

い
ま
す
」（
山
本
学
部
長
）

任
し
た
山
本
雄
嗣
教
授
は
説
明
し
ま
す
。

　

敬
愛
の
精
神
を
も
っ
て
人
々
の
健
康
を
支

え
る
歯
科
医
師
の
養
成
を
重
視
す
る
鶴
見

大
学
で
は
、
人
を
尊
ぶ
精
神
を
体
現
す
る

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば

鶴
見
大
学
歯
学
部
附
属
病
院
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
情
で
日
本
に
来
た
難
民
の
歯
科

診
療
を
無
償
で
行
っ
て
い
ま
す
。
難
民
申
請

中
は
保
険
適
用
外
だ
か
ら
こ
そ
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ

Ｒ
（
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
）
な

ど
と
連
携
し
て
治
療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

１
年
次
の
学
生
の
教
育
を
重
視

禅
の
教
え
で
学
ぶ
感
謝
と
報
恩

　

歯
学
部
の
新
入
生
は
、
入
学
し
て
間
も

な
い
５
月
に
、
大
学
の
母
体
で
あ
る
大
本

山
總
持
寺
で
行
わ
れ
る
「
新
入
生
本
山
参

禅
会
」
に
お
い
て
坐
禅
を
体
験
し
ま
す
。

坐
禅
や
法
話
を
通
し
て
自
己
を
見
つ
め
る

と
同
時
に
、
感
謝
の
気
持
ち
や
敬
愛
の
精

神
を
学
び
ま
す
。
こ
う
し
た
行
事
は
、
仏

教
系
大
学
で
あ
る
鶴
見
大
学
な
ら
で
は
の

ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
の
一
つ
で
す
。

　

学
修
サ
ポ
ー
ト
面
で
は
、
１
年
次
か
ら

４
～
５
名
の
学
生
に
対
し
て
教
員
１
名
が

担
当
し
、
勉
強
方
法
や
苦
手
分
野
の
克
服

法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
な
が
ら
効
率
的
な
知

識
と
能
力
の
定
着
を
図
る
「
担
任
・
チ
ュ
ー

タ
ー
制
」
を
導
入
。
授
業
の
合
間
に
は
、

教
員
が
学
修
面
で
の
相
談
に
応
じ
る
「
オ

フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
」
も
設
け
て
い
ま
す
。

　

２
年
次
に
な
る
と
、
他
大
学
の
歯
学
部

と
同
様
に
人
体
解
剖
学
実
習
も
行
い
ま
す
。

鶴
見
大
学
の
特
徴
は
、
大
規
模
な
慰
霊
行

事
で
あ
る
「
解
剖
献
体
精
霊
供
養
法
会
」

を
行
い
、
解
剖
に
関
わ
る
全
学
生
が
参
加
す

（1） 総持学園
　関東大震災翌年の1924（大正13）、曹洞宗大
本山總持寺を開いた瑩山禅師の600回大遠忌を
記念し、光華女学校（現・鶴見大学附属中学・
高等学校）として発足した。2024年に創立100
周年を迎えた。鶴見大学は1953年、鶴見女子短
期大学としてスタート。63年に鶴見女子大学と
なり、70年に歯学部設置。73年、歯学部の男女
共学化を受けて鶴見大学に名称を変更した。

（2） 共用試験
　臨床実習を行う上で必要となる歯学や歯科治
療に関する知識、技術、コミュニケーション能
力、態度を評価するための試験。歯科医師育成
に携わる全国の歯学部が試験問題を作成し、共
有して実施している。臨床実習開始前に習得す
べき知識をCBT（Computer Based Testing）で、
態度・技能をOSCE（Objective Structured Clinical 
Examination）で評価する。2024年から「公的
化」が図られ、歯科医師法で定めた公的試験と
なった。そのためこれまで試験の合否判定は各
大学に委ねられていたが、統一合格基準となる。

　

歯
科
医
師
国
家
試
験
は
、
こ
の
十
年
間

で
劇
的
に
変
化
し
ま
し
た
。
合
格
者
数
が

約
２
割
程
度
削
減
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
う

し
た
中
で
も
、
鶴
見
大
学
歯
学
部
で
は
合

格
率
が
持
ち
直
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の

要
因
の
一
つ
が
、「
短
期
集
中
型
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」
の
効
果
で
す
。
こ
れ
は
、
そ

れ
ま
で
１
科
目
を
14
週
か
け
て
学
ん
で
い

た
の
を
、
半
分
の
７
週
で
こ
な
す
方
式
で

す
。
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り
、
共
用

試
験
に
お
け
る
高
得
点
者
が
増
え
ま
し
た
。

共
用
試
験
の
成
績
は
国
家
試
験
と
相
関
関

係
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
つ
れ
て
国
家
試

験
の
合
格
率
も
上
昇
し
て
い
る
の
で
す
。

　
「
修
学
指
導
中
心
の
『
チ
ュ
ー
タ
ー
の

教
員
と
学
生
に
よ
る
チ
ー
ム
』
か
ら
『
学

生
同
士
の
チ
ー
ム
』
が
発
展
し
ま
し
た
。

こ
の
学
修
チ
ー
ム
に
よ
る
学
修
効
果
が
無

視
で
き
ま
せ
ん
。
学
生
同
士
で
勉
強
を
教

え
合
う
こ
と
が
、
学
生
の
学
力
向
上
に
大

き
な
効
果
を
挙
げ
て
い
る
の
で
す
。
分
か

る
学
生
が
、
分
か
ら
な
い
学
生
に
教
え
る

こ
と
で
、
教
わ
る
学
生
の
理
解
が
進
む
の

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
教
え
る
学
生
の
頭

の
中
も
整
理
さ
れ
ま
す
。
何
よ
り
も
、
学

生
同
士
の
言
葉
が
、
互
い
の
理
解
を
深
化

さ
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に

す
る
鶴
見
大
学
な
ら
で
は
の
学
修
風
景
を

山
本
学
部
長
は
紹
介
し
ま
す
。

超
高
齢
社
会
で
注
目
の
歯
科
医
師

活
躍
の
場
は
多
岐
に
わ
た
る

　

鶴
見
大
学
で
は
、
全
身
に
関
わ
る
医
学

領
域
も
学
び
ま
す
。
こ
れ
は
、
歯
科
医
師

に
全
身
管
理
の
知
識
が
求
め
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
社
会

に
お
い
て
は
、
多
く
の
高
齢
者
が
全
身
の

ど
こ
か
に
何
ら
か
の
疾
患
が
あ
る
と
想
定

し
て
歯
科
診
療
に
当
た
る
必
要
が
あ
る
か

ら
で
す
。
口
腔
内
に
雑
菌
が
増
え
れ
ば
全

身
に
影
響
が
及
ぶ
ほ
か
、「
食
べ
る
」「
話

す
」
と
い
っ
た
“
楽
し
み
〟
を
担
当
す
る

口
腔
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
は
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ

（Quality of life

）
の
低
下
に
つ
な
が
り

ま
す
。
従
来
通
り
虫
歯
を
削
っ
て
治
療
す

る
よ
う
な
一
般
的
な
歯
科
医
療
も
行
い
な

が
ら
、
全
身
の
健
康
に
貢
献
で
き
る
歯
科

医
師
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
全
身
管
理
に
加
え
、
近
年
は

訪
問
で
の
歯
科
診
療
や
審
美
歯
科
の
ニ
ー

ズ
も
向
上
。
将
来
に
は
幅
広
い
可
能
性
が

あ
り
、
同
学
部
の
卒
業
生
も
、
厚
生
労
働

省
な
ど
の
公
的
機
関
や
口
腔
衛
生
関
連
の

一
般
企
業
に
勤
務
し
た
り
、
研
究
職
に
つ

い
て
次
世
代
の
治
療
技
術
な
ど
を
探
求
し

た
り
と
、
多
様
な
道
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
そ
の
〝
入
り
口
〟
の
部
分

で
問
題
と
な
る
の
は
、
６
年
間
の
学
費
で

す
。
同
学
部
の
「
新
入
生
特
待
奨
学
生
」

は
、
１
月
に
行
わ
れ
る
一
般
個
別
選
抜
型

の
受
験
者
だ
け
で
な
く
、
学
校
推
薦
型
選

抜
や
総
合
型
選
抜
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
年
内

入
試
で
合
格
し
た
受
験
者
も
奨
学
生
選
考

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
加
え

て
、
２
０
２
６
年
度
よ
り
新
た
に
「
共
通

テ
ス
ト
利
用
型
新
入
生
特
待
奨
学
生
」
制

度
も
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
で

成
績
に
応
じ
て
学
納
金
の
減
免
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
上
図

参
照
）。
共
通
テ
ス
ト
利
用
型
の
場
合
、

オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
で
来
学
不
要
な
う
え
、

　受験生応援サイト

　

臨
床
実
習
と
並
行
し
て
、
座
学
や
人
体

模
型
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
習
も
実
施
。

顎
の
腫
瘍
手
術
な
ど
、
難
易
度
の
高
い
外

科
手
術
は
、
先
生
方
の
高
度
な
手
術
の
見

学
を
通
し
て
学
修
し
ま
す
。
ま
た
、
放
射
線

科
で
の
エ
ッ
ク
ス
線
画
像
診
断
実
習
な
ど
、

歯
科
医
師
に
必
要
な
技
能
も
磨
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
臨
床
実
習
の
後
半
で
は
、
学

生
が
担
当
し
た
患
者
の
症
例
に
つ
い
て
、

検
査
結
果
か
ら
実
際
の
治
療
、
結
果
な
ど

を
資
料
に
ま
と
め
、
グ
ル
ー
プ
内
で
発
表

す
る
「
症
例
報
告
会
」
を
実
施
。
指
導
教

員
の
総
括
を
受
け
ま
す
。
１
年
間
で
の
自

分
の
成
長
を
自
覚
す
る
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
家
試
験
合
格
の
た
め
の
メ
ソ
ッ
ド

短
期
集
中
型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入

過
年
度
成
績
も
利
用
可
能
で
、
併
願
や
遠

方
在
住
の
場
合
で
も
受
験
し
や
す
い
選
考

方
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
な
経
歴
を
も
つ
優
秀
な
人

材
を
幅
広
く
確
保
す
べ
く
、
２
年
次
・
３

年
次
編
入
学
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
補

講
等
の
徹
底
し
た
サ
ポ
ー
ト
で
、
文
系
出

身
者
や
社
会
人
経
験
者
で
も
、
最
短
４
年

〜
５
年
で
歯
科
医
師
を
目
指
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
「
２
年
次
編
入
学
特
待

奨
学
生
」
制
度
も
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
、

新
た
な
進
路
を
目
指
す
編
入
生
へ
の
経
済

的
支
援
が
よ
り
充
実
し
ま
し
た
。

　

鶴
見
大
学
の
母
体
で
あ
る
学
校
法
人
総

持
学
園
は
、
女
人
救
済
に
重
き
を
置
い
た

瑩
山
禅
師
の
教
え
を
引
き
継
ぎ
、
約
百
年

前
に
光
華
女
学
校
を
創
立
し
ま
し
た
。
女

子
教
育
を
源
流
と
す
る
鶴
見
大
学
歯
学
部

で
は
、
女
性
の
歯
科
医
師
育
成
に
も
力
を

注
い
で
い
ま
す
。

　
「
本
学
の
歯
学
部
学
生
の
男
女
比
は
ほ

ぼ
半
々
で
す
。
女
性
の
歯
科
医
師
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
本
学
で
は
出
産
・

育
児
後
の
復
職
を
支
援
す
る
教
学
環
境
の

整
備
を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
受
け
止
め
て

い
ま
す
。
男
子
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
女
子

学
生
も
、
ぜ
ひ
本
学
で
歯
科
医
師
へ
の
道

を
歩
き
始
め
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
山
本

学
部
長
は
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。

鶴見大学
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Information
鶴見大学歯学部は
学ぶ意欲の高い受験生を応援します。
新入生特待奨学生制度
【一般選抜（個別選抜型）1期】
○奨学制度内容
　初年度学納金350万円免除　成績上位者１位～３位
　　　　　　　　　　　　　　（200点満点中160点以上）
　初年度学納金200万円免除　成績上位者４位～10位
　　　　　　　　　　　　　　（200点満点中150点以上）
○新入生特待奨学生チャレンジ制度
　�12月までに実施される入試（指定校・総合型など）に合格して入
学手続きを完了し、特待生選抜試験＜一般選抜（個別選抜型）１
期＞に申請するとチャレンジできます

【共通テスト利用型】
　初年度学納金200万円免除　成績上位者１位〜５位
　　　　　　　　　　　　　　（300点満点中200点以上）

【2年次編入学特待生選抜試験】
編入学試験１期・２期で合格して入学手続きを完了し、編入学特待
奨学生選抜試験に申請するとチャレンジできます
初年度学納金100万円免除　成績上位者１位～３位
　　　　　　　　　　　　　（200点満点中160点以上）

在学生の奨学金制度も充実
２年次～６年次を対象に、前年度の成績により学納金一部免除


